












































































齋藤 典子?，葭葉 藍?，黒田 由莉?
奈良 和希?，柿沼由香里?，村田せつ子?
河内 ルミ?，安齋 玲子?，中野 惠介?


























































































は50/56点であった.Timed Up and Go(以下TUG)(独
歩)は9.0秒であった.6分間歩行テスト (以下6MD)は










TUG (ロフストランド杖)は8.4秒であった.6MDは300 m(Borg Scale:呼吸14下肢16)であった.歩行の不安は減
少していた.退院2週後:COPMは自分で歩く (遂行度4
満足度5),買い物に行く (遂行度5満足度5)であった.
【考 察】 本症例は杖導入・本人と妻への動作や介助方法
指導を行う中で成功体験を重ね,自己効力感が高まったと
考える.その結果,不安が減少し歩行満足度が改善したと
考える.この症例を通じ,終末期の理学療法においては満
足度に着目した介入が重要であることを再認識した.
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